日本語とベトナム語 : その歩み方の比較 by グエン ホアイ トゥ,
日本語とベトナム語 

























































































































































  直訳：良識、冷戦 
  意訳：主義、国際 


































































音）となっているからである。C がない場合も、nghiêng のように CVVC になる場合もあ
るが、CVCV は存在しなかった。しかし、外来語の影響で語形が変わったものがかなりあ
る。photocopy のように CVCVCVCV のような語彙も出てきた。また、f, j, z, w はベトナム
のアルファベットにないのだが、若者の話し言葉にも書き言葉にもよく見られるようにな
った。例えば、giờ (ゾ	 -	 時)、vậy (バイ	 -	 さて)、quê (クエ	 -	 地元、田舎)、外来語の
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phim (フィム - 英語の film) は jờ、dzậy、wê、fim になっている。特に、2006 年から、教
科書が新しくなるとともに、そういう傾向が強くなってきた。それまでは読むとおりに書
く、そして、自分たちの言語に合わせて作り直す。例えば、かつて、「横浜」、「名古屋」は






































































 旧漢越音読み 新漢越音読み 
味 Mùi (ムイ) Vị (ビ) 
放 Buông (ブオン) Phóng (フォン) 
舞 Múa	 (ムア) Vũ (ブ) 
晩 Muộn (ムオン) Vãn (バン) 
解 Cởi (コイ) Giải (ザイ) 
誇 Khoe (コエ) Khoa (コア) 
 
表4	 





















かひ（貝）	 やすもの	 かひの	 ぜにうしない 
くふ（食う） 





























読み方：Tôi là người Việt Nam. 
３. アルファベット  











































































Chemise → sơ-mi（ホワイトシャツ） 
Cravate → cà vạt（ネクタイ） 
Manteau → măng tô（マント） 
Paletot  → bành tô（パルトー） 
Chocolat → sô cô la（チョコレート） 
Biscuit  → bích quy (クッキー) 
Bière  → bia(ビール） 
Antenne → ăng-ten （アンテナ） 
Dâme  → đầm（ワンピース） 
Cafê  → cà phê（コーヒー） 
Fromage → phó mát（チーズ）	  
cinéma  → xi nê（映画館） 
balcon  → ban công（ベランダ） 
auto  → ô tô（自動車） 
poupée  → búp-bê（人形） 
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savon  → xà bông（石鹸） 
affiche  → áp phích（ポスター） 
gare  → ga（駅） 
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iv 同じ現象に、xì dầu (醤油、広東語の豉油から)、bò bía (春巻きの一類、福建語の薄餅 - pȯh-piá から)、xường 
xám (チャイナドレス、広東語の長襯衫 - chèuhngsàam から、中国語で qipao)、dầu cháo quẩy(油条、広東語の
油炸鬼から)、lạp xưởng(腸詰、広西の臘腸から)などがある。 
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